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第1章  読み替えのお願い 
 
MU887001A は，MU887000A の機能，性能を一部変更したものです。 
以下に異なる部分を表します。 

そのほかについては，『MU887000A 送受信テストモジュール取扱説明書』 
(M-W3606AW) を参照してください。 

アプリケーションソフトウェア，アプリケーションアプレット，波形ファイルについて，

MU887001A と MU887000A の違いは，それぞれの取扱説明書に記載していま

す。また，共通の内容については，それぞれの取説において MU887000A を

MU887001A と読み換えてご使用ください。 
 

1.1 MU887000Aの読み替え ................................................ 1-2 
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1.1 MU887000A の読み替え 
『MU887000A 送受信テストモジュール 取扱説明書』 (M-W3606AW) の読み

替え部分を表します。 

MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (1/9) 

項 ページ 読み替え内容 

----- 全 
読み替え前： MU887000A 
読み替え後： MU887001A 

2.1 2-2 

図 2.1-1 正面パネルの名称 
テストポート 3，テストポート 4 の最大入力レベル表示 
読み替え前： 50Ω/+25dBm Max 
読み替え後： 50Ω/+35dBm Max 

MU887001A の正面パネルと名称は下図を参照してください。 

  

 

2.1 2-3 

表 2.1-1  正面パネルの機能 
テストポート 3，4 
読み替え前： 高周波信号用のコネクタです。信号入力，または出力のどちらかに設定

できます。 
読み替え後： 高周波信号用のコネクタです。信号の入力と出力が同時にできます。 

3.5.4 3-17 
読み替え前： テストポート 1，2 は信号の入力と出力を同時に指定できます。テストポー

ト 3，4 は信号の入力，または出力のどちらかを指定します。 
読み替え後： テストポート 1～4 は信号の入力と出力を同時に指定できます。 

 

通風孔 

取り付けネジ (4か所) 

状態表示ランプ 

オーディオポート 
(アナログ出力) 
 

ハンドル 

オーディオポート 
(デジタル) 

ステータスランプ 

リモートランプ 

テストポート2 

テストポート3 

テストポート1 

オーディオポート 
(アナログ入力) 
入力ランプ 

出力ランプ 

出力ランプ 

入力ランプ 

テストポート4 
出力ランプ 

入力ランプ 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (2/9) 

項 ページ 読み替え内容 

5.2.1 5-50 

:ROUTe:PORT:CONNect:DIRection 
詳細 
読み替え前： Test Port1 と Test Port2 は，入力と出力の両方に設定できます。 

Test Port3 と Test Port4 は，入力か出力のどちらかに設定できます。 
読み替え後： Test Port1～Test Port4 は，入力と出力の両方に設定できます。 

5.2.2 5-177 

:SOURce:GPRF:GENerator:RFSettings:LEVel 
範囲 
読み替え前: 

RF 周波数 
 f (MHz) Port 範囲 

1≦f≦3800 

Port1 
Port2 

(–130.0 dBm – CableLoss)～ 
(–10.0 dBm – CableLoss – AWGN_RF_Adjust_Gain) 

Port3 
Port4 

(–120.0 dBm – CableLoss)～ 
( 0.0 dBm – CableLoss – AWGN_RF_Adjust_Gain) 

3800＜f≦6000 

Port1 
Port2 

(–130.0 dBm – CableLoss)～ 
(–18.0 dBm – CableLoss – AWGN_RF_Adjust_Gain) 

Port3 
Port4 

(–120.0 dBm – CableLoss)～ 
(–8.0 dBm – CableLoss – AWGN_RF_Adjust_Gain) 

 

読み替え後: 
RF 周波数 
 f (MHz) Port 範囲 

1≦f≦3800 
Port1 
Port2 
Port3 
Port4 

(–130.0 dBm – CableLoss)～ 
(–10.0 dBm – CableLoss – AWGN_RF_Adjust_Gain) 

3800＜f≦6000 
Port1 
Port2 
Port3 
Port4 

(–130.0 dBm – CableLoss)～ 
(–18.0 dBm – CableLoss – AWGN_RF_Adjust_Gain) 

 

6.2.2 6-103 

PORT 
詳細 
読み替え前： Test Port1 と Test Port2 は，入力と出力の両方に設定できます。 

Test Port3 と Test Port4 は，入力か出力のどちらかに設定できます。 
読み替え後： Test Port1～Test Port4 は，入力と出力の両方に設定できます。 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (3/9) 

項 ページ 読み替え内容 

7.3.1 7-5 

VSWR (1) 試験対象規格 
読み替え前： Port1，Port2 

周波数 f 規格 

  10 MHz≦f＜400 MHz ＜1.5 
 400 MHz≦f≦2700 MHz ＜1.2 
2700 MHz＜f≦3800 MHz ＜1.3 
3800 MHz＜f≦6000 MHz ＜1.5 

 

読み替え後： Port1～Port4 
周波数 f 規格 

同上 同上 
 

読み替え前： Port3，Port4 
周波数 f 規格 

  10 MHz≦f＜30 MHz ＜1.8 
 30 MHz≦f≦3800 MHz ＜1.5 
3800 MHz＜f≦6000 MHz ＜1.6 

 

読み替え後： 削除 

7.3.1 7-7 

VSWR (4) 試験手順 
Port1 の場合 
読み替え前： Port2 を試験する場合は Port1 測定の場合の"Port1"を"Port2"に読み

替えてください。 
読み替え後： Port2，3，4 を試験する場合は Port1 測定の場合の"Port1"を"Port2，

3，4"に読み替えてください。 

7.3.1 7-8 

VSWR (4) 試験手順 
Port3 の場合 
読み替え前： Port3 の場合 
読み替え後： この手順は使用しません。 

 



1.1 MU887000Aの読み替え 

1-5 

MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (3/9) 

項 ページ 読み替え内容 

7.3.2 7-9 

SG レベル確度 (1) 試験対象規格 
読み替え前： Port1，Port2 

＊： シグナルアナライザ入力レベル： +15 dBm 

周波数 f (MHz) 規格 条件 

10≦f＜400 ±1.3 dB＊ –120≦Output Level 
400≦f≦3800 ±1.0 dB –120≦Output Level 
3800＜f≦6000 ±1.3 dB –100≦Output Level 

読み替え後： Port1～Port4 

＊： シグナルアナライザ入力レベル： +15 dBm 

周波数 f (MHz) 規格 条件 

同上 同上 同上 

読み替え前： Port3，Port4 
 

周波数 f (MHz) 規格 条件 

10≦ f ＜400 ±1.3 dB –110≦Output Level 
400≦ f ≦3800 ±1.0 dB –110≦Output Level 

3800＜ f ≦6000 ±1.3 dB –110≦Output Level 

読み替え後： 削除 

7.3.2 7-16 

SG レベル確度 (4) 試験手順 
Port1 の場合 
読み替え前： Port2 を試験する場合は Port1 測定の場合の"Port1"を"Port2"に読み

替えてください。 
読み替え後： Port2，3，4 を試験する場合は Port1 測定の場合の"Port1"を"Port2，

3，4"に読み替えてください。 

7.3.2 7-17 

SG レベル確度 (4) 試験手順 
Port3 の場合 
読み替え前： Port3 の場合 
読み替え後： この手順は使用しません。 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (3/9) 

項 ページ 読み替え内容 

7.3.3 7-21 

SG スプリアス (4) 試験手順 
Port1 の場合 
読み替え前： スプリアスは Port1 と Port3 だけを試験します。 
読み替え後： スプリアスは Port1 と Port3 だけを試験します。MU887001A で Port3

を試験する場合は Port1 測定の場合の手順で"Port1"を"Port3"に読み
替えてください。 

7.3.3 7-22 

SG スプリアス (4) 試験手順 
Port3 の場合 
読み替え前： Port3 の場合 
読み替え後： この手順は使用しません。 

7.3.4 7-23 
SA レベル確度 (1) 試験対象規格 
読み替え前： Port1，Port2 
読み替え後： Port1～Port4 

7.3.4 7-27 
SA レベル確度 (4) 試験手順 
読み替え前： SA レベル確度は，Port1 と Port2 のみ試験をします。 
読み替え後： SA レベル確度は，Port1～Port4 を試験します。 

7.3.4 7-28 

SA レベル確度 (4) 試験手順 
読み替え前： Port2 を試験する場合は Port1 測定の場合の"Port1"を"Port2"に読み

替えてください。 
読み替え後： Port2，3，4 を試験する場合は Port1 測定の場合の"Port1"を"Port2，

3，4"に読み替えてください。 

7.3.5 7-29 
SA リニアリティ (1) 試験対象規格 
読み替え前： Port1，Port2 
読み替え後： Port1～Port4 

7.3.5 7-33 
SA リニアリティ (4) 試験手順 
読み替え前： SA リニアリティは，Port1 と Port2 のみ試験をします。 
読み替え後： SA リニアリティは，Port1～Port4 を試験します。 

7.3.5 7-34 

SA リニアリティ (4) 試験手順 
読み替え前： Port2 を試験する場合は試験手順の Port1 を Port2 に読み替えてくださ

い。 
読み替え後： Port2，3，4 を試験する場合は試験手順の Port1 を Port2，3，4 に読み

替えてください。 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (5/9) 

項 ページ 読み替え内容 

付録 A A-1 

表 A-1  VSWR 
読み替え前：テストポート 1，2 

周波数 (MHz) 規格 
10≦ f ＜400 ＜1.5 

400≦ f ≦2700 ＜1.2 
2700＜ f ≦3800 ＜1.3 
3800＜ f ≦6000  ＜1.5 

 

読み替え後：テストポート 1，2，3，4 
周波数 (MHz) 規格 

同上 同上 
 

読み替え前：テストポート 3，4 
周波数 (MHz) 規格 

10≦ f ＜30 ＜1.8 
30≦ f ≦3800  ＜1.5 

3800＜ f ≦6000  ＜1.6 
 

読み替え後：削除 

付録 A A-1 

表 A-1  最大入力レベル 
読み替え前： テストポート 1，2： +35 dBm 

テストポート 3，4： +25 dBm 
読み替え後： テストポート 1，2，3，4： +35 dBm 

付録 A A-2 

表 A-2  振幅レベル設定範囲 
読み替え前： テストポート 1，2： 

–130～–10 dBm (Frequency≦3800 MHz)  
–130～–18 dBm (Frequency＞3800 MHz)  
テストポート 3，4： 
–120～0 dBm (Frequency≦3800 MHz)  
–120～–8 dBm (Frequency＞3800 MHz)  

読み替え後： テストポート 1，2，3，4： 
–130～–10 dBm  (Frequency≦3800 MHz)  
–130～–18 dBm (Frequency＞3800 MHz)  
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (6/9) 

項 ページ 読み替え内容 

付録 A A-2 

表 A-2  振幅 レベル確度＊1 
読み替え前: 

周波数 (MHz) テストポート 1，2＊2 テストポート 3，4＊3 
10≦ f ＜400 ±1.3 dB＊4 ±1.3 dB 

400≦ f ≦3800 ±1.0 dB，±0.7 dB＊5 ±1.0 dB，±0.7 dB＊5 
3800＜ f ≦6000＊6 ±1.3 dB，±1.0 dB＊5 ±1.3 dB，±0.7 dB＊5 

 

読み替え後: 
周波数 (MHz) テストポート 1，2，3，4＊2 
10≦ f ＜400 ±1.3 dB＊4 

400≦ f ≦3800 ±1.0 dB，±0.7 dB＊5 
3800＜ f ≦6000＊6 ±1.3 dB，±1.0 dB＊5 

 

付録 A A-3 

表 A-3  振幅 レベル設定範囲＊2 
読み替え前: 

周波数 (MHz) テストポート 1，2 テストポート 3，4 
10≦ f ＜350 –65～+15 dBm –65～+15 dBm 

350≦ f ≦3800 –65～+35 dBm –65～+25 dBm 
3800＜ f ≦6000＊1 –65～+35 dBm –65～+25 dBm 

 

読み替え後: 
周波数 (MHz) テストポート 1，2，3，4 
10≦ f ＜350 –65～+15 dBm 

350≦ f ≦3800 –65～+35 dBm 
3800＜ f ≦6000＊1 –65～+35 dBm 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (7/9) 

項 ページ 読み替え内容 

付録 A A-3 

表 A-3  振幅 レベル確度 ＊3 
読み替え前: テストポート 1，2： 

周波数  
(MHz) 

レベル (dBm) 
10≦f＜400 400≦f≦3800 3800＜f≦6000＊1 

–30≦level≦+35 – ±0.3 dB＊4， 
±0.5 dB 

±0.7 dB＊5 

–30≦level≦+15 ±0.7 dB – – 
–55≦level＜–30 ±0.9 dB ±0.7 dB ±0.9 dB＊5 
–65≦level＜–55 ±1.1 dB ±0.9 dB ±1.1 dB＊5 

 

読み替え後: テストポート 1，2，3，4： 
周波数  
(MHz) 

レベル (dBm) 
10≦f＜400 400≦f≦3800 3800＜f≦6000＊1 

同上 同上 同上 同上 
 

読み替え前: テストポート 3，4： 
周波数  
(MHz) 

レベル (dBm) 
10≦f＜400 400≦f≦3800 3800＜f≦6000＊1 

–30≦level≦+25 – ±0.7 dB ±0.7 dB＊5 
–30≦level≦+15 ±0.7 dB – – 
–55≦level＜–30 ±0.9 dB ±0.9 dB ±0.9 dB＊5 
–65≦level＜–55 ±1.1 dB ±1.1 dB ±1.1 dB＊5 

 

読み替え後: 削除 

付録 A A-4 

表 A-3  振幅 レベル直線性＊6 
読み替え前: 

入力レベル テストポート 1，2 テストポート 3，4 
≧–55 dBm ±0.2 dB ±0.2 dB 
≧–65 dBm ±0.4 dB ±0.4 dB 

 

読み替え後: 
入力レベル テストポート 1，2，3，4 
≧–55 dBm ±0.2 dB 
≧–65 dBm ±0.4 dB 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (8/9) 

項 ページ 読み替え内容 

付録 C.2 C-3 
VSWR 
読み替え前： VSWRの性能試験記録表は，Port1とPort2，Port3とPort4で共通です。 
読み替え後： VSWR の性能試験記録表は，Port1，Port2，Port3，Port4 共通です。 

付録 C.2 C-3 

表 C.2-1  測定条件と記録表の番号 
読み替え前： 測定条件 表番号 

Port1 表 C.2-2 
Port2 表 C.2-2 
Port3 (出力ポート設定) 表 C.2-3 
Port3 (入力ポート設定) 表 C.2-3 
Port4 (出力ポート設定) 表 C.2-3 
Port4 (入力ポート設定) 表 C.2-3 

 

読み替え後： 測定条件 表番号 

Port1 表 C.2-2 
Port2 表 C.2-2 
Port3  表 C.2-2 
Port4  表 C.2-2 

 

付録 C.2 C-3 
表 C.2-2 
読み替え前： VSWR (Port1，Port2) 
読み替え後： VSWR (Port1，Port2，Port3，Port4) 

付録 C.2 C-3 
表 C.2-2 測定ポート： 
読み替え前： Port  1  2 
読み替え後： Port  1  2  3  4 

付録 C.2 C-3 
表 C.2-3  
読み替え前： VSWR (Port3，Port4) 
読み替え後： 使用しません。 

付録 C.3 C-4 

SG レベル確度 

読み替え前： SG レベル確度の性能試験記録表は，Port1 と Port2，Port3 と Port4 で
共通です。 

読み替え後： SGレベル確度の性能試験記録表は，Port1，Port2，Port3，Port4共通
です。 

付録 C.3 C-4 

表 C.3-1  

読み替え前： Port3，Port4 の記録表の番号 
表 C.3-5，表 C.3-6，表 C.3-7 

読み替え後： Port3，Port4 の記録表の番号 
表 C.3-5 → 表 C.3-2，表 C.3-6 → 表 C.3-3， 
表 C.3-7 → 表 C.3-4 
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MU887000A 取扱説明書読み替え部分 (9/9) 

項 ページ 読み替え内容 

付録 C.3 C-5 
表 C.3-2  SG レベル確度 測定ポート： 
読み替え前： Port  1  2 
読み替え後： Port  1  2  3  4 

付録 C.3 C-7 
表 C.3-3  SG レベル確度 測定ポート： 
読み替え前： Port  1  2 
読み替え後： Port  1  2  3  4 

付録 C.3 C-9 
表 C.3-4  SG レベル確度 測定ポート： 
読み替え前： Port  1  2 
読み替え後： Port  1  2  3  4 

付録 C.3 C-11 ～
C-16 

表 C.3-5，6，7  SG レベル確度 測定ポート： 
読み替え前： Port  3  4 
読み替え後： 使用しません。 

付録 C.4 C-17 
SG スプリアス 
読み替え前： Output Level に記入する値は，Port1 では 0，Port3 では–10 です。 
読み替え後： Output Level に記入する値は，Port1，Port3 とも 0 です。 

付録 C.5 C-19 

SA レベル確度 
読み替え前： SA レベル確度の性能試験記録表は，Port1 と Port2 で共通です。 
読み替え後： SAレベル確度の性能試験記録表は，Port1，Port2，Port3，Port4共通

です。 

付録 C.5 C-19 
表 C.5-1 
読み替え前： Port1，Port2 
読み替え後： Port1，Port2，Port3，Port4 共通 

付録 C.5 C-20 
表 C.5-2  SA レベル確度 測定ポート： 
読み替え前： Port  1  2 
読み替え後： Port  1  2  3  4 

付録 C.6 C-21 

SA リニアリティ 
読み替え前： SA リニアリティの性能試験記録表は，Port1 と Port2 で共通です。 
読み替え後： SA リニアリティの性能試験記録表は，Port1，Port2，Port3，Port4 共通

です。 

付録 C.6 C-21 
表 C.6-1 
読み替え前： Port1，Port2 
読み替え後： Port1，Port2，Port3，Port4 共通 

付録 C.6 C-22 
表 C.6-2，3  SA リニアリティ 測定ポート： 
読み替え前： Port  1  2 
読み替え後： Port  1  2  3  4 
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